
しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

福祉施設の福祉施設の事故・紛争円満解決のために事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために ホームページでも内容を紹介しています
http://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

プラン１１

プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償　　❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

施設送迎車に搭乗中のケガに対し、プラン２‒❶、❷の
傷害保険や自動車保険などとは関係なく補償

保険期間１年

保険期間１年、職種級別Ａ級（10口まで加入できます）

保険期間１年、職種級別Ａ級（10口まで加入できます）

❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
　 ●オプション：使用者賠償責任補償
❸ 施設職員の感染症罹患事故補償

プラン33 （労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険）

プラン44 （賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

〈SJNK18-14801 2019.2.1作成〉

（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護師賠償責任保険、個人情報取扱事業者
賠償責任保険、動産総合保険、費用・利益保険）

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3を除きます。）

1 口あたりの補償額
死亡保険金 100万円

定員１人 1口あたり
❶入所型施設利用者 1,310円
❷通所型施設利用者 990円後遺障害保険金 程度に応じて死亡保険金額の4～100%

入院保険金（１日あたり） 800円
手術保険金 入院中の手術：入院保険金日額の10倍

　外来の手術：入院保険金日額の5倍
通院保険金（１日あたり） 500円

▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

1 口あたりの補償額
死亡保険金 140万円

定員１人 1口あたり
施設役員・職員
1名 1口あたり 3円（１日あたり）後遺障害保険金 程度に応じて死亡保険金額の4～100%

入院保険金（１日あたり） 1,500円

5,000万円 1億円 3億円

手術保険金 入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

通院保険金（１日あたり） 600円

▶保険金額

▶保険金額

▶年額保険料（掛金）

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ
1事故・期間中

平成31年度

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円
68,270～97,000円

1,500円

1～50名
51～100名

以降1名～10名増ごと200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

1事故10万円限度 1事故10万円限度

改定

新設

改定

改定

改定

福岡ソフトバンクホークスの協力による
記者発表会の様子（関連記事7頁）

福岡県社会福祉協議会　広報誌

Welfare of Fukuoka

今　号　の　内　容
特集 福祉教育の推進
地域ボランティア活動支援　助成団体決定
ふくふくＮＥＷＳ
赤い羽根共同募金
ふくふくＩNFO

p 1
p 4
p 5
p 7
p 9

No.175
2019.10

じぶんの町を良くするしくみ

赤い羽根共同募金
この広報誌は、一部共同募金の
配分金を受けて発行しています。
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ユ
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サ
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ザ
イ
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ォ
ン
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て
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ま
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。
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○
福
祉
教
育
と
は

　
福
祉
教
育
は
、も
と
も
と
終
戦
直
後
の
混
乱

し
た
社
会
の
下
で
人
間
性
の
回
復
や
児
童
の

健
全
育
成
を
意
図
し
た
取
組
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。そ
の
後
、高
度
経
済
成
長
期
を
背
景

に
地
域
や
家
庭
の
機
能
が
変
化
し
て
い
く
中

で
、校
内
暴
力
や
家
庭
内
暴
力
な
ど
、様
々
な

課
題
が
顕
在
化
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、昭
和
51
年
に
国
庫
補
助
事
業
で

あ
る「
学
童・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
普
及
活
動
」が

き
っ
か
け
と
な
り
、福
祉
教
育
は
全
国
的
に

広
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。平
成
14
年
に

は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」が
学
校
に
導
入

　少子高齢・人口減少社会が進展する中、地域で課題
を解決していくという地域力、お互いに支え合い共生し
ていけるような地域の福祉力の脆弱化が進むととも
に、家庭の機能も変化しつつあります。
　このような中、すべての人が地域・暮らし・生きがい
を共につくり、高め合えることのできる「地域共生社
会」の実現に向け、福祉
教育の重要性が高まって
います。
　本会における福祉教育
の取組や県内の実践か
ら、福祉教育を通したこ
れからの地域づくりを考
えます。

福祉教育を通した地域づくり
学校・地域・社協が連携した取組

特集
福祉教育の推進

社会福祉法人

福岡県社会福祉協議会

社
会
福
祉
法
人  

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
教
育
教
材  

と
も
に
生
き
る

社会福祉法人 福岡県社会福祉協議会

福 祉教育教材

福祉教育教材

人
は
一
人
ひ
と
り
違
う
け
ど
、
み
ん
な
と
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

6 年 組

名前
4 年 組

3 年 組 小学校

5 年 組

ち 

が

ひ 

と

ひ 

と 

り

ねん

ねん

ねん

ねん

くみ しょうがっこう

くみ

なまえ

くみ

くみ

さ
れ
、他
者
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
が
自
ら
学
び
、自
ら
考
え
る
力
を
養
う

「
と
も
に
生
き
る
力
」の
育
成
を
目
指
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

○
福
祉
教
育
の
２
つ
の
目
的

　
福
祉
教
育
に
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
福
祉
の

学
び
を
支
援
す
る
取
組
」に
加
え
、「
住
民
主
体

の
地
域
福
祉
を
進
め
る
取
組
」と
い
う
２
つ
の

目
的
が
あ
り
ま
す
。福
祉
教
育
の
取
組
に
よ
っ

て
、未
来
の
地
域
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
が
豊
か
に
育
つ
よ
う
に
と
い
う
思
い
と
合

わ
せ
て
、地
域
が
活
性
化
し
、誰
も
が
安
心
し

て
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
町
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
去
る
令
和
元
年
８
月
28
日（
水
）大
野
城
ま

ど
か
ぴ
あ（
大
野
城
市
）で
、「
令
和
元
年
度
福

祉
教
育
担
当
者
意
見
交
換
会
及
び
福
祉
教
育

セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、ま
ず
、県
内
社
協
の
福

祉
教
育
担
当
者
が
集
ま
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
福

祉
教
育
の
取
組
や
福
祉
教
育
関
連
教
材
の
活

用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
や
課
題
の

共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　
次
に
、「
学
校・地
域・社
協
の
連
携
に
よ
る

福
祉
教
育
」を
テ
ー
マ
に
、本
会
が
平
成
27
年

に
新
た
に
発
行
し
た
福
祉
教
育
教
材「
と
も

に
生
き
る
」の
編
集・活
用
推
進
委
員
会
委
員

長
で
も
あ
る
筑
紫
女
学
園
大
学 

教
授 

山
﨑 

安
則 

氏
か
ら
、「
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
の

推
進
と
は
、そ
こ
に
暮
ら
す
地
域
住
民
自
身

が
、地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動
に
関
心

を
持
ち
、課
題
を
共
有
し
、そ
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。そ
し
て
、

住
民
自
身
が
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
さ
れ
地
域
を

変
革
し
て
い
く
力
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
で

す
。そ
の
た
め
に
は
、具
体
的
な
福
祉
の
学
び

が
必
要
で
あ
り
、生
涯
に
わ
た
っ
て
福
祉
を
学

び
続
け
る
活
動
を『
福
祉
教
育
』と
し
て
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

福
祉
教
育
は
協
同
実
践
で
す
。学
校
だ
け
で

は
な
く
、地
域
住
民
が
と
も
に
企
画
・
実
践
・

振
り
返
り
ま
で
関
わ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、地
域
の
中
で
福
祉
を
学
ぶ
機
会
を
つ

く
り
、誰
も
が
学
べ
る
環
境
整
備
が
必
要
で

あ
り
、福
祉
教
育
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、そ

れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
把
握
し
、

さ
ら
に
お
互
い
何
が
で
き
る
の
か
を
知
る
こ

と
が
大
切
で
す
。」と
福
祉
教
育
を
進
め
る
た

め
の
学
校・地
域・社
協
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
等

に
つ
い
て
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
半
は
、那
珂
川
市
に
お
い
て
、

小
学
４
年
生
を
対
象
と
し
て
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
高
齢
者
の
理
解
を
テ
ー
マ
と
し
た

福
祉
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
、そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
那
珂
川
市
社
会
福
祉
協
議
会 

神
田 

め
ぐ

み 

氏
は
、「
担
当
の
先
生
と
何
度
も
打
合
せ

を
行
い
、先
生
の
想
い
を
共
有
し
、社
協
の
強

み（
地
域
と
の
身
近
な
関
係
や
多
様
な
つ
な

筑紫女学園大学 
教授 山﨑 安則 氏

左：那珂川市社会福祉協議会 神田 めぐみ 氏
右：那珂川市立岩戸小学校 教諭 岩永 紗季 氏

が
り
、柔
軟
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
）を
活

か
し
な
が
ら
、多
様
な
視
点
か
ら『
で
き
る
方

法
』を
提
案
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
い
た
だ
く
こ
と
で
、活
躍

の
場
の
提
供
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。」と
、社
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
て
福
祉
教
育
の
充
実
を
図
り
、地
域
づ

く
り
に
展
開
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　
次
に
、岩
戸
小
学
校 

岩
永 

紗
季 

氏
か
ら

は
、「
交
流
先
の
調
整・教
材
開
発・情
報
収
集

を一人
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、社
協
と
と
も

に
取
り
組
む
こ
と
で
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、福
祉
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を一緒
に
考
え
て
も
ら
っ
た
り
、教
材

や
他
校
の
実
践
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
も

ら
え
た
り
し
た
こ
と
で
、学
校
も
地
域
と
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
、子
ど
も
た
ち
の
教
育
を

よ
り
豊
か
に
で
き
る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。」

と
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
地
域
を
め
ぐ
る
学

校
行
事
の
事
前
学
習
に
、福
祉
教
育
教
材「
と

も
に
生
き
る
」を
活
用
す
る
こ
と
で
、地
域
の

人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
自
分
自
身
と
つ
な

が
っ
て
い
る
か
を
学
び
、地
域
の
方
々
に
自
分

た
ち
の
暮
ら
し
が
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
た
う
え
で
、地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流

が
で
き
た
こ
と
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。

学
校・地
域・社
協
が
つ
な
が
る

福
祉
教
育
の
実
践

協
同
実
践
の
取
組

　
そ
し
て
、福
祉
教
育
の
意
義
は
、「
と
も
に
生

き
る
力
」を
養
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、受
け
手

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
福
祉
教
育
の
実
践
者

で
あ
る
学
校
関
係
者
・
社
協
職
員
・
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
と
っ
て

も
、改
め
て「
地
域
」「
福
祉
」「
幸
せ
と
は
何
か
」

を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
る
と
い
え
ま
す
。
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西部ガス株式会社・一般財団法人福岡県職員互助会・福岡県社協による
「地域ボランティア活動支援のための助成事業」令和元年度助成団体決定！

～県内30団体に総額892万円を助成～

≪助成決定団体一覧≫

西部ガス株式会社沼野執行役員総務広報部長(前列中央右)、一般財団法人福
岡県職員互助会古賀常務理事(前列中央左)、福岡県社会福祉協議会高橋常務
理事(前列中央)

　標記３団体は、住民参加型の地域活動を促進し、共に支え
合い、共に生きる、安心とゆとりに満ちた、人にやさしい社会づ
くりに資することを目的に、広く社会貢献の心をもって創造的
にボランティア活動を実施している団体等に対して、１団体あ
たり３０万円以内(２カ年)の助成を行っています。
　今年度は、県内の４０団体からの申請に対し、各団体へのヒ
アリングと外部有識者等で組織する助成事業審査委員会によ
る厳正な審査の結果、下記３０団体への助成を決定しました。
　去る６月１９日(水)、クローバープラザ(春日市)で開催した交
付式では、各団体に対し、決定通知書を交付しました。本助成
が福岡県におけるボランティア活動の一層の振興・発展につな
がることを期待しています。

福祉教育教材「ともに生きる」第４章で
は、建物や設備を整備することも必要で
あるが、それ以上に一人ひとりが「思い
やり」のこころを持つ大切さを学習でき
ます。

「みんなにとって優しいまちをつくるた
めに、自分たちにできることはないか考
えよう。」

１

２

３

１

２

３

４

５

北九州市

北九州市

北九州市

■西部ガス株式会社ボランティア助成プログラム（５団体）

■一般財団法人福岡県職員互助会ボランティア助成プログラム（１０団体）

■社会福祉法人福岡県社会福祉協議会ボランティア助成プログラム（１５団体）

福 岡 市

那珂川市

日本車いすダンススポーツ連盟
北九州支部　ほほえみ会

団体名 市町村名 団体名 市町村名

お菓子とおやつ

八幡東警察署少年補導員連絡会

北九州市

芦 屋 町

福 岡 市

福 岡 市

福 岡 市

団体名 市町村名

読みかたりボランティア　音愛の会

あしや助けあい・支えあいの会「あしたの会」

壱岐東校区青少年育成連合会

Ｌｉｔｔｌｅ　Ｈａｎｄｓ

有田太鼓

１

２

３

４

５

６

７

８

北九州市

豊 前 市

福 岡 市

福 岡 市

大野城市

古 賀 市

福 津 市

那珂川市

団体名 市町村名

芸能ボランティアグループ　オーロラ

京築障がい児プロジェクト　Ｊｕｍｐ☆じゃんぷ

長そばの会

人形劇団ピンコピン

どんぽの森を育てる会

特定非営利活動法人　古賀市文化協会

福津市子育てネットワーク「ぷくぷく」

那珂川点字の会

９

10

11

12

13

14

15

大牟田市

大牟田市

久留米市

久留米市

大 川 市

大刀洗町

大刀洗町

【問い合わせ先】　共生社会推進課 　０９２（５８４）３３７７

団体名 市町村名

朗読座おおむた

炭坑節の会

特定非営利活動法人ろうあ工房　つつじ

くるめ傾聴ボランティア「ろばの耳」

傾聴の会

いきいき幸せ大刀洗の会

ナレーションサークル風

６

７

８

９

10

那珂川市

久留米市

小 郡 市

田 川 市

川 崎 町

団体名 市町村名

那珂川ジュニアリーダーズクラブ及び育成会

車椅子レクダンス福岡県連絡協議会

下町ふれあい広場

伊田商店街振興組合　認知症カフェココイタ

川崎ボランティアサークルはすの会

ふれあいサポート・手つだい隊

ＮＰＯ法人夢・すすむプロジェクト

４

５

福
祉
教
育
教
材「
と
も
に
生
き
る
」の
活
用

〜
新
宮
町
立
新
宮
東
小
学
校
４
年
生
〜

　
令
和
元
年
９
月
６
日（
金
）、新
宮
東
小
学

校
４
年
生
が
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、福

祉
教
育
教
材「
と
も
に
生
き
る
」の
第
４
章

「
み
ん
な
に
と
っ
て
優
し
い
ま
ち
っ
て
ど
ん
な

ま
ち
？
」を
学
習
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
で
決
め
た「
み
ん
な
に
と
っ
て

優
し
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
よ
う
」を
テ
ー
マ

に
、教
材
の
イ
ラ
ス
ト
を
使
い
、町
で
見
掛
け

た
人
に
ど
の
よ
う
な
声
を
掛
け
る
と
よ
い

か
、グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。「
具
体

的
な
声
掛
け
を
し
た
方
が
伝
わ
る
の
で
は
な

い
か
。」「
ま
ず
は
、困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

か
ど
う
か
を
先
に
尋
ね
て
は
ど
う
か
。」と
、

子
ど
も
た
ち
は
、自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
真
剣
に
考
え
、「
気
づ
い
て
も
自
分
が
直
接

で
き
る
こ
と
も
あ
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。そ
の
時
、近
く
の
大
人
に
伝
え
る
こ

と
も
大
事
。ま
ず
は
気
づ
い
て
、考
え
る
こ
と

が
で
き
た
ら
、実
際
に
行
動
に
つ
な
げ
て
い
こ

う
！
」と
先
生
方
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
生
活

に
つ
な
が
る
よ
う
に
、ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
な
お
、新
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
通
し
、「
福
祉
」や

「
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
工
夫
」に
つ
い
て

事
前
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
学
習
を
も
と
に
、町
内
に
あ
る

社
会
福
祉
法
人
レ
ー
ヴ
福
岡 

介
護
老
人
福

祉
施
設
ム
ネ
し
ん
ぐ
う・社
会
福
祉
法
人 

新

宮
偕
同
園
に
よ
る
4
つ
の
テ
ー
マ（
高
齢
者
理

解
な
ど
）の
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
近
年
、新
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
う

総
合
学
習
の
時
間
の
削
減
に
よ
り
、学
校
に

お
け
る
福
祉
教
育
に
も
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
の
推
進
に
よ
り
、地

域
に
開
か
れ
た
学
校
か
ら
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
動
き
と
並
行
し
、社
会
福
祉
法

人
に
は
、地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
を

実
施
す
る
と
い
う
責
務
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。福
祉
教
育
を
進
め
て
い
く

上
で
も
、体
験
学
習
の
受
け
入
れ
だ
け
で
な

く
、福
祉
教
育
の
実
践
者
と
し
て
、学
校
や
社

協
と
と
も
に
福
祉
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
は「
ふ
」だ
ん
の「
く
」ら
し
の「
し
」あ

わ
せ
。誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
、本
会
で
は
、県
内
の
福
祉
教
育

の
推
進
を
重
点
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、教

育
機
関
へ
の
広
報
・
啓
発
、福
祉
教
育
教
材
・

読
本「
と
も
に
生
き
る
」の
無
償
配
布
、福
祉

教
育
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
、学
校
・
地
域
・
社

協
が
緊
密
に
連
携
し
た
福
祉
教
育
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
本
会
で
は
、次
の
と
お
り
、５
つ
の
福
祉
教

育
に
関
連
す
る
教
材
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

　
福
祉
教
育
教
材「
と
も
に
生
き
る
」は
、昨

年
度
ま
で
、１
部
１
０
０
円
で
配
布
し
て
い
ま

し
た
が
、今
年
度
か
ら
は
、共
同
募
金
配
分
金

の
活
用
に
よ
り
、無
償
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、あ
な
た
の
市
町
村
の
福
祉
教
育
を
推

進
す
る
た
め
の
教
材
と
し
て
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
福
祉
教
育
の
あ
り
方

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

地
域
課

☎
0
9
2（
5
8
4
）3
3
7
7



第５４回 九州ブロック母子生活支援施設研究大会

令和元年度 九州地区里親研修大会 令和元年度 市区町村社会福祉協議会会長･常務理事･事務局長研修会

社協に求められる「協働の中核を担う視点・機能」社協に求められる「協働の中核を担う視点・機能」
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　去る７月２７日（土）・２８日（日）の２日間、ロイヤルホテ
ル宗像（宗像市）において、令和元年度九州地区里親研修
大会（福岡大会）が開催されました。
　本大会は、「結ぶ縁(えにし)　結ぶ絆(きずな)　結ぶ命
(いのち)」をメインテーマに、里親のあり方について研鑽す
るとともに、里親制度の意義と役割について社会への周
知を図り、制度のより一層の発展と子どもたちの健やかな
育成支援を期することを目的に開催されました。福岡県で
８年ぶりの開催となった本大会には、九州地区の里親及
び関係者約２００名が参加しました。
　１日目は、公益財団法人全国里親会 河内 美舟 会長に
よる基調報告の後、宗像市でプレーパーク事業等に取り
組まれている、子育てネットワークＷｉｔｈＷｉｎｄ代表の
藤原 浩美 氏から「遊びが子どもを育てる」をテーマに記
念講演をいただきました。また、元里子のお二人から、「里
親家庭で育って、今、思うこと」をテーマに体験発表をいた
だきました。

NEWS
ふくふくNEWS

ふくふく

　２日目は４つの分科会に分かれ、自立支援や発達障害、
里親の養育体験発表や乳幼児の愛着形成など、それぞれ
のテーマを基に、活発な意見交換が行われました。
　里親および関係者が共に学び、交流することで、参加者
同士が新たな「縁」で結ばれ、改めて「様々な家族のかたち」
について考える契機となりました。

　去る９月４日（水）・５日（木）の２日間、八仙閣本店（福岡市）にお
いて、九州各県の母子生活支援施設の役職員及び行政関係者
６９名が一堂に会し、第５４回九州ブロック母子生活支援施設研
究大会（福岡大会）が開催されました。
　１日目は、全国母子生活支援施設協議会 会長　菅田 賢治 氏
による基調報告の後、全国乳児福祉協議会 会長 平田 ルリ子 氏、
筑紫女学園大学 准教授 大西 良 氏、沖縄県母子生活支援施設協
議会 会長 當眞 郁子 氏の３名をシンポジストに迎え、「母子の利
益を保障する家族支援の充実に向けて」をテーマに、「多機能化・
高機能化」、「多職種連携」、「地域支援の拡充」等についてシンポジ
ウム及びグループ討議が行われ、活発な研究討議がなされまし
た。
　２日目は、福岡市子ども家庭支援センターはぐはぐ センター長 
河浦 龍生 氏から「支援困難な母子のアセスメントと支援を考え
る」をテーマに、近年の児童福祉に関する研究結果やセンターで
の取組を踏まえた支援困難事例の原因理解とその支援について
御講演いただきました。

　「母子の利益を保障する家族支援の充実に向けて」という本大
会テーマのもと、２日間にわたり、母子生活支援施設役職員のみ
ならず、児童養護施設や乳児院、そして行政関係者がそれぞれの
立場から意見を述べ、議論を交わし参加者のこれからの実践につ
ながる大会となりました。

愛知教育大学
教授　川島　ゆり子 氏

今
後
の
社
協
の
事
業・活
動
の

　
　
　
　
方
向
性
に
つ
い
て
学
ぶ

　
本
会
で
は
、去
る
９
月
６
日（
金
）に
、福
岡

県
内
社
協
の
会
長・常
務
理
事・事
務
局
長
を

対
象
と
し
た「
令
和
元
年
度
市
区
町
村
社
会

福
祉
協
議
会 

会
長
・
常
務
理
事
・
事
務
局
長

研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
研
修
会
の
講
演
で
は
、愛
知
教
育
大
学 

教
授 

川
島 

ゆ
り
子 

氏
を
お
招
き
し
、「
社
協

に
求
め
ら
れ
る『
協
働
の
中
核
を
担
う
視
点・

機
能
』と
は
」と
題
し
て
、「
地
域
共
生
社
会
の

実
現
」に
向
け
た
、包
括
的
な
支
援
体
制
の
整

備
に
お
い
て
、社
協
に
求
め
ら
れ
る「
協
働
の

中
核
」と
し
て
の
視
点・機
能
に
つ
い
て
考
察

し
、御
自
身
の
経
験
や
研
究
内
容
を
踏
ま
え
、

今
後
の
社
協
の
事
業・活
動
の
方
向
性
に
つ
い

て
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
事
者
を
中
心
に
専
門
職
と

　
　
　
　
地
域
を
つ
な
ぐ
社
協
の
役
割

　
厚
生
労
働
省
は
、「
地
域
共
生
社
会
の
実

現
」に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
た
め
、「
地

域
に
お
け
る
住
民
主
体
の
課
題
解
決
力
強

化
・
相
談
支
援
体
制
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
会（
以
下
、「
地
域
力
強
化
検
討
会
」）を
設

置
し
、平
成
29
年
に「
最
終
と
り
ま
と
め
」を

発
表
し
ま
し
た
。し
か
し
、「
最
終
と
り
ま
と

め
」だ
け
で
は
な
く
一
連
の
政
策
動
向
を
読

「
丸
ご
と
受
け
止
め
る
場
」

　
　
　
　
に
お
け
る
社
協
の
役
割

　
「
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」か
ら
、「
メ
ゾ・

マ
ク
ロ
の
地
域
づ
く
り
、ま
た
は
、政
策
提
言
」

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
重
要
な
課

題
で
す
。ひ
と
つ
の
分
野
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
か
ら
多
分
野
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
、さ
ら
に
は
他
分
野
連
携
へ
と
広
げ
て
い
く

「
専
門
分
野
の
総
合
化
」と
、個
別
支
援
か
ら

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
、政
策

化・施
策
化
へ
と
広
げ
て
い
く「
援
助
技
術
の

総
合
化
」が
必
要
で
あ
り
、そ
の
両
方
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
一 

人
の
人
の
地
域
で
の
生
き
づ
ら
さ
は
そ
の

地
域
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。「
そ
の
人
の
地

域
で
の
生
活
を
支
え
る
こ
と
」と
、「
そ
の
人

が
暮
ら
す
社
会
の
あ
り
か
た
に
対
し
て
働
き

か
け
る
こ
と
」と
を
分
離
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、そ
れ
ら
を一体
的
に
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
、社
協
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
で

あ
り
、「
協
働
の
中
核
」と
し
て
、コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
力
を
発
揮
で
き
る
か
が
、今
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
社
協
は
民
間
組
織
で
す
。民
間
の
力
を
発

揮
し
て
、時
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
な
が
ら
、〝
そ
の
人
〞を
地
域
で
支
え

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
組
織
と
し
て
、協
働
の

中
核
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

む
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。平
成
28
年
の「
中
間

と
り
ま
と
め
」に
お
い
て
、他
人
事
を
我
が
事

に
変
え
て
い
く
よ
う
な
働
き
か
け
を
す
る
、い

わ
ば
地
域
に
と
っ
て
の「
触
媒
」と
し
て
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
機
能
が
住
民
に
身
近

な
圏
域
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
な
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、そ
の
機
能
を
持
っ
て
、地

域
生
活
課
題
の
把
握
と
解
決
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
す
。社
協
に
お
い
て
は
、協
議
体

と
し
て
の
強
み
を
活
か
し
た
個
別
支
援
や
地

域
の
絆
づ
く
り
、活
動
参
加
支
援
な
ど
、当
事

者
を
中
心
と
し
た
専
門
職
と
地
域
を
つ
な
ぐ

役
割・機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
力
強
化
検
討
会
の「
最
終
と
り

ま
と
め
」で
は
、「
地
域
か
ら
排
除
さ
れ
が
ち

な
課
題
を
専
門
職
が
ま
ず
支
援
し
、徐
々
に

地
域
住
民
と
の
協
働
の
取
組
に
広
げ
る
」と

い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、「
そ
の
人
た
ち

と
共
に
生
き
る
私
た
ち（
当
事
者
の
暮
ら
し

の
内
在
化
）」と
い
う
視
点
が
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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ア
サ
ヒ
飲
料
株
式
会
社
で
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、中

央
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、地
域
の
子
ど
も
食
堂
の
定
着

等
を
応
援
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
福
岡
県
内
で
は
、み
ん
な
の
家
リ
ク
シ
ス（
大
牟
田
市
）、

子
ど
も
の
居
場
所
を
つ
く
ろ
う
会（
筑
紫
野
市
）、太
宰
府

い
き
い
き
こ
ど
も
食
堂（
太
宰
府
市
）、う
ま
か
弁
当
ふ
く

た
ん（
嘉
麻
市
）の
４
団
体
に
総
額
80
万
円
の
助
成
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
去
る
８
月
８
日（
木
）、ア
サ
ヒ
飲
料
株
式
会
社
九
州
支

社（
福
岡
市
）に
お
い
て
、４
団
体
へ
の
寄
付
金
贈
呈
式
が

行
わ
れ
、出
席
し
た
子
ど
も
食
堂
の
代
表
者
は
、「
活
動
場

所
も
な
く
、少
人
数
で
始
め
た
子
ど
も
食
堂
に
、今
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。し
か
し
、財
政

的
に
は
厳
し
く
、冷
蔵
庫
も
大
ナ
ベ
も
な
か
っ
た
。こ
の
助

成
金
や
飲
料
の
寄
贈
は
大
変
あ
り
が
た
く
、今
後
も
長
く

活
動
し
て
い
き
た
い
」と
、感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

●
共
同
募
金
運
動
開
始

　
共
同
募
金
運
動
は
、民
間
の
福
祉
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、住
民
主
体
の
自
主
的
な
活

動
と
し
て
、昭
和
22
年
に
全
国
一
斉
に「
国
民

た
す
け
あ
い
運
動
」と
し
て
始
ま
り
、今
年
で

73
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
募
金
は
、そ
の
約
75
％
が
集

め
ら
れ
た
地
域（
市
区
町
村
）に
還
元
さ
れ
、

様
々
な
福
祉
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
実
施

さ
れ
る「
高
齢
者
の
見
守
り・
訪
問
事
業
」や

「
子
育
て
支
援
事
業
」、「
障
害
者
の
自
立
支

援
」な
ど
の
地
域
で
行
わ
れ
る
福
祉
活
動
に

活
用
し
て
い
ま
す
。ま
た
県
域
で
は
、「
福
祉

施
設
の
施
設
整
備
」等
の
県
域
の
支
援
、「
大

規
模
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
」

な
ど
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
共
同
募
金
会
で
は
、毎
年
、民
間
の
社
会
福

祉
活
動
を
行
う
団
体
な
ど
か
ら
の
申
請
を
も

と
に
配
分
計
画
を
立
て
、そ
の
計
画
に
基
づ

く
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
額
を

今年の街頭募金の様子

10
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

「
共
同
募
金
運
動（
73
回
目
）」が

「
た
す
け
あ
い
」の
気
持
ち
が
、じ
ぶ
ん
の
町
の
民
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
活
動
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

「
目
標
額
」と
し
て
掲
げ
、募
金
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。し
か
し
、共
同
募
金
運
動
を
取
り
巻

く
環
境
は
依
然
厳
し
く
、募
金
実
績
は
全
国

的
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

●
理
解
や
共
感
を
高
め
る
た
め
に

　
本
県
で
は
、共
同
募
金
に
つ
い
て
の
理
解・

関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、自
分
た
ち
も
地

域
の一員
で
あ
る
と
い
う
意
識
や
責
任
感
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、毎
年
、県
内
の
小
・

中
・
高
、特
別
支
援
学
校
生
か
ら「
赤
い
羽
根

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
４
０
８
５
点
の
応
募
が
あ
り
、そ
の
中

か
ら
、福
岡
県
立
八
幡
高
等
学
校
二
年
の
山

本一太（
い
っ
た
）さ
ん
の
作
品
を
最
優
秀
作
品

に
決
定
し
、今
年
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
等
に

掲
載
し
、共
同
募
金
運
動
の
広
報・啓
発
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

●
ポ
ス
タ
ー
等
の
発
表
会

　
去
る
９
月
３
日(

火)
、福
岡
ヤ
フ
オ
ク
ド
ー

ム
に
お
い
て
、『
赤
い
羽
根
応
援
大
使
』の
上

林
誠
知
選
手・石
川
柊
太
選
手（
福
岡
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
）を
起
用
し
た
ポ
ス
タ
ー

や
、同
球
団
マ
ス
コ
ッ
ト
の
ハ
リ
ー
ホ
ー
ク
等

と
コ
ラ
ボ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
ジ
、上
記

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
最
優
秀
作
品
の
発
表

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
発
表
会
で
は
、上
林
選
手
か
ら
、「
じ
ぶ
ん

た
ち
の
町
を
よ
り
良
い
環
境
に
し
て
い
く
た

め
に
も
、皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」と
、温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、山
本
さ
ん
は
、「
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
よ
う
に
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
で

少
し
で
も
多
く
の
笑
顔
が
つ
な
が
っ
て
い
け

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
、キ
ャッ
チ

ゆうちょ銀行（窓口）では、手数料無料で寄付を受け付けております。
口座番号／01780-6-4404
口座名／社会福祉法人　福岡県共同募金会

災害時のボランティア活動
を支援するために（３％）

共同募金運動を推進
するために（１４％）

じぶんの町を良くするために（75％）

福
岡
県
を
良
く
す
る
た
め
に（
８
％
）

（寄付をいただいた市区町村で行う身近な福祉活動などに）

（
福
祉
施
設
や
県
域
の
福
祉
団
体
等
の
支
援
な
ど
に
）

募金の使いみち募金の使いみち募金の使いみち

※本会ホームページからお申込みいただけます。
http://www.fuku-shakyo.jp/kyobo/index.html

今年の鷹の祭典のユニフォームを
着用したハリーホークと赤い羽根
がコラボした他では手に入らない
バッジです!!

500円の金券として使用できます。

500円以上の寄付で500円以上の寄付で 1,000円以上の寄付で1,000円以上の寄付で
ハリーホーク コラボバッジ

クオカード・図書カードなめらかな書き味が人気
オリジナルボールペン

共同募金会限定グッズのご紹介

こども食堂の定着等を応援
「アサヒ飲料株式会社×赤い羽根共同募金」

※数量限定

フ
レ
ー
ズ
に
込
め
た
思
い
を
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
本
県
地
域
福
祉
の
更
な
る
推
進
を
目
指

し
、
10
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
共
同
募

金
運
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、皆

様
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、お
住
ま

い
の
市
区
町
村
の
街
頭
募
金
等
の
実
施
予
定

に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
確
認

く
だ
さ
い
。　

※

こ
の
発
表
会
の
様
子
は
、本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【問い合わせ先】
福岡県共同募金会 　☎０９２（５８４）３３88
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　近年、少子高齢・人口減少、
地域社会の脆弱化等社会構造の
変化に伴い地域生活課題が複雑
多様化する中、すべての人々の
安全・安心の確保、コミュニティ
の再生や地域福祉の一層の充実
を図るため、地域共生社会の実
現を目指し、地域を基盤とした包
括的な相談支援体制の整備等が
全国的に進められています。
　このような中、本大会では県
内社会福祉関係者が一堂に会し、
誰もが安心して暮らせる元気な
地域づくりに向け、研鑽するとと
もに、多年にわたって社会福祉
の推進に貢献された方々を表彰
することを目的に開催します。

　　　１０月３０日（水）
　　　１３時開会
　　　クローバープラザ
　　　大ホール（春日市）
　
13:00　開 会
13:05　記念講演「地域
共生社会の実現に向けて」
14:20　総会・式典
15:20　閉 会

厚生労働省九州厚生局
局長　塚本　力　氏

福岡県
社会福祉大会
開催します

福利厚生センター（Sowel CLUB）への加入で、
法人施設の福利厚生を充実しませんか

福岡県独自事業 全　国　共　通

総務課 ☎０９２（５８４）３３７７
【問い合わせ先】

九州納豆組合からの寄贈
　去る７月１０日（納豆の日）に夏の
体力回復と納豆の普及を目的に、九
州納豆組合から福岡県内の児童福
祉施設へ納豆を寄贈いただきまし
た。
　この取り組みは子どもたちの健康
と社会貢献を目的に１９９３年から
実施されているもので、子どもたち
の健やかな成長を願って、毎年寄贈
をいただいております。

福岡トヨペット（株）からの寄贈
　例年に引き続き今年度も、福岡ト
ヨペット株式会社から福岡県内の高
齢者・障がい者施設に車いすを寄贈
いただきました。　　
　この取り組みは、平成１９年１１月
３０日に同社が創業以来新車累計
販売台数６０万台を達成されたこと
を記念して始められたもので、社会
貢献活動の一環として、車いすを寄
贈されています。

INFO
ふくふく

INFO
ふくふく

寄付・寄贈の御礼

研修・講座

第１９回福岡県ねんりん・
スポーツ文化祭
日　時　１１月３０日（土）
　　　　１０時～１６時
場　所　なかまハーモニーホール
　　　　（中間市）
入場料　無料
内　容
●達川 光男 氏 （プロ野球解説者）
　による記念講演

●三世代交流イベント
　（ステージイベント）

ソフトバンクホークス（鷹の祭典）
３塁側Ｓ指定席　￥6,500

サガン鳥栖ＶＳヴィッセル神戸
ＳＳ指定席　￥6,000

マリンワールド入場券　　　
一般￥2,300

健康診断費用助成

結婚・出産・入学祝い
永続記念、資格取得記念

会員等死亡弔慰金
各種見舞金

職員余暇活動費用助成

映画観賞券
大人￥1,800

※令和元年度事業の一例

各種コンサートチケット、劇団四季、博
多座等の人気観劇、アンパンマンミュー
ジアム・美術館・博物館等の入場券等

①業務改善研修
日　時　A日程１１月７日（木）

福祉の職場ホリデイガイダンス
■京築地区開催
日　時　１０月２７日（日）
　　　　１２時～１５時　　
場　所　ウィズゆくはし（行橋市）
■筑豊地区開催　
日　時　１１月１６日（土）
　　　　１３時～１６時　
場　所　飯塚市立岩交流センター
　　　　（飯塚市）
■北九州市開催　
日　時　令和２年１月１１日（土）
　　　　１３時～１６時　
場　所　ウェルとばた（戸畑区）
[問い合わせ先] 人材・情報課
TEL 092（584）3310

催し

　　　　　　 １１月８日（金）
　　　　B日程１１月２５日（月）
　　　　　　　　　２６日（火）
　　　　同日とも10時～17時
場　所　クローバープラザ東棟
　　　　Ａ日程　５０６研修室
　　　　Ｂ日程　５０８研修室
対　象　社会福祉施設及び市町村
　　　　社会福祉協議会の施設長
　　　　や管理者等で業務改善に
　　　　あたる立場にある者　
定　員　各日程７２名
受講料　１０，０００円
申　込　本会研修課ＨＰまたはFAX
　　　　で申込

②説明力向上研修
日　時　１２月１４日（土）、1月30日（木）
　　　　１０時～１６時
場　所　クローバープラザ東棟
　　　　５階５０８研修室
対　象　社会福祉施設及び市町村
　　　　社会福祉協議会の管理職や
　　　　リーダー等指導的立場に
　　　　ある職員（概ね勤務年数　
　　　　１０年以上）
定　員　各日程７２名
受講料　５，０００円
申　込　本会研修課ＨＰまたはFAX
　　　　で申込

③ケアマネジャーのためのファシリ
　テーション研修
日　程　１２月～1月
場　所　クローバープラザ
対　象　ケアマネジャー
受講料　５，０００円
申　込　本会研修課ＨＰまたはFAX
　　　　で申込

①～③の研修について
[問い合わせ先] 研修課
TEL 092（584）3401

日 時

場 所

大会日程

講 師

会員価格 国内ツアー、提携ホテル、テーマパーク、レジャー施設、
スポーツクラブなどの会員割引等、

全国約20万件の割引サービスあり！
￥5,000

最大￥4,120/名

￥1,000/名
各種給付金有

商品券贈呈
記念品贈呈

￥4,800
￥1,400
半額

約20%～
　30%割引

●ふれあい市場
●ちびっこ職場体験
●おじいちゃん・おばあちゃんの絵
　コンクール
●地域文化伝承コーナー
　等各種体験コーナー　　　　
●各スポーツ・文化交流大会は県内
　各地で開催されます。
　詳細はＨＰをご覧下さい。

[問い合わせ先] 共生社会推進課
TEL 092（584）3377

ねんりん・スポーツ文化祭
ホームページ

福祉人材センター
ホームページ

福岡県社協研修課
ホームページ

月額料金 法人内全職員の加入円／名 円833 0入会金
￥

従業員数条件

●加入のお申し込み・お問い合わせ先
社会福祉法人　福利厚生センター TEL：0120（292）711
社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会 TEL：092（584）3330

ソウェルクラブ 検索

ソ ウ ェ ル ク ラ ブ


